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第

１８
回
大
会

報

告

菅
野
　
智
明

第
十
人
回
普
学
書
道
史
学
会
大
会
は
、

平
成
十
九
年
十

一
月
十
七
日

（土
）
、

十
人
ＥＩ

（日
）
の
両
日
、

筑
波
大
学
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

初
日
は
、

午
前
に
総
会
の
ほ
か
二
作
の
研
究
発
表
、

午
後
は
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
あ
り
、

夕
刻
に
は
オ
ー
ク
ラ
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ホ
テ
ル
つ
く
ば
で
、

懇

親
会
が
催
さ
れ
た
。

二
日
日
は
、

七
作
の
研
究
発
表
の
ほ
か
特
別
講
演
が
企
画

さ
れ
た
。

今
大
会
は
、

例
年
行
わ
れ
る
鑑
賞
会
に
代
り
、

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
特
別

講
演
の
双
方
が
加
わ
り
、

分
科
会

一
元
化
に
よ
る
研
究
発
表
も
計

一
〇
件
あ

っ

た
こ
と
か
ら
、

懇
親
会
を
除
く
二
日
間
の
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
筑
波
大
を
会
場
と

し
た
。

二
日
に
わ
た
る
研
究
発
表
、
シ
ン
ポ
、

講
演
の
構
成
は
、

従
来
に
な
か

っ
た
新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、

今
後
の
大
会
企
画
の
試
金
石
と
も
な
ろ
う
。

参
加
者
は
、

各
日

一
六
〇
余
名
。

か
つ
て
筑
波
大
で
開
催
さ
れ
た
第
九
回
大

会
を
は
る
か
に
変
ぐ
数
で
あ
り
、

第
十
五
回
大
会

（東
京
大
学
）
に
比
一月
す
る

盛
況
で
あ

っ
た
。

参
加
者
各
位
に
は
、

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
利
便
を
実
感

さ
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、

遠
路
の
ご
来
訪
に
、

こ
の
場
を
借
り
て
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
る
。

初
日
の
総
会
で
は
、

前
日
開
催
の
理
事
会
の
議
を
踏
ま
え
、

昨
年
度
の
事

業
　
決
算
お
よ
び
今
年
度
の
事
業
　
予
算
条
が
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、

各
局
　
委

員
会
よ
り
粒
々
の
報
告
が
あ

っ
た
。

報
告
に
は
、

二
〇

一
〇
年
に
本
会
が
国
際

学
会
を
主
催
す
べ
く
、

国
際
局
を
”
心
に
鈍
意
検
討
中
で
あ
る
こ
と
や
、

ま
た
、

二
〇
〇
九
年
に
予
定
の
第
二
十
回
大
会
を
記
念
し
て
、

ア
ワ
ー
ド

（学
会
賞
）

制
の
導
入
が
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

な
ど
の
重
要
事
項
が
含
ま
れ
て
い
た
。

今
回
の
研
究
発
表
は
、
日
本
書
道
史
関
連
、

中
国
書
道
史
関
連
い
ず
れ
も
五

件
ず

つ
で
、

双
方
と
も
発
表
の
テ
ー
マ
は
古
代
か
ら
近
世
　
近
代
ま
で
各
代
に

遍
く
備
わ

っ
た
。

発
表
者
も
、

若
手
か
ら
中
堅
、

ベ
テ
ラ
ン
ま
で
多
士
済
々
の

顔
ぶ
れ
で
、

こ
の
こ
と
が
参
加
者
増
に
直
結
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

参
加
者

か
ら
は
、

分
科
会

一
元
化
に
よ

っ
て
、
日
中
双
方
に
関
わ
る
問
題
を
深
く
討
議

で
き
る
こ
と
に
賞
賛
の
声
も
あ
が

っ
た
。

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

「苦
学
苦
道
史
の
教
育
の
現
状
と
将
来
」
を
テ
ー
マ

に
行
わ
れ
た
。
ま
ず
会
員
四
名
の
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
、

所
属
の
大
学
に
お
け
る
教

育
課
程
や
国
際
交
流
、

学
生
の
進
路
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
、

こ
れ
を
受

け
フ
ロ
ア
ー
と
の
質
疑
応
答
、

意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

特
に
教
科
教

育
専
攻
の
会
員
か
ら
は
貴
重
な
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

予
定
の
三
時
間
は
院

く
間
に
過
ぎ
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
が
教
育
を
テ
ー
マ
と
し
た
こ
と
も
、

会
員
の

幅
広
い
層
の
参
加
に
繋
が
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

特
別
講
演
は
副
理
事
長
　
杉
村
邦
彦
氏
に
よ
り

「上
海
時
代
の
長
尾
雨
山
と

西
冷
印
社
及
び
呉
呂
碩
と
の
関
係
」
と
の
演
題
で
行
わ
れ
た
。

講
演
は
、

近
代

の
日
中
文
化
交
流
に
多
大
な
功
績
を
残
し
た
長
尾
雨
山
に
焦
点
を
当
て
、

彼
の

上
海
移
住
ま
で
の
半
生
を
辿
る
と
と
も
に
、

上
海
に
お
け
る
彼

の
足
跡
を
、

西
冷
印
社
、

そ
し
て
そ
の
社
長
で
あ

っ
た
呉
昌
碩
と
の
交
流
か
ら
打
評
価
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

講
演
で
は
、

長
尾
宛
書
簡
や
上
海
古
地
図
、

関
連
す

る
人
士
の
日
記

・
手
記
、

長
尾
が
勤
め
た
商
務
印
書
館
の
初
期
出
版
物
な
ど
、

12月15
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ム
万

口
Ⅸ

ユ
辛

杉
村
氏
が
発
掘
し
た
稀
親
な

一
次
資
料
に
加
え
、

長
尾
に
関
す
る
最
先
瑞
の
研

究
も
縦
横
に
盛
り
込
ま
れ
、

長
尾
が
い
か
な
る
経
緯
で
呉
昌
碩
と
接
点
を
持
ち
、

往
時
の
西
冷
印
社
の
活
動
に
参
画
し
て
い
っ
た
か
が
詳
述
さ
れ
た
。
ま
さ
に
悼

尾
を
飾
る
に
相
応
し
い
講
演
で
あ

っ
た
。

懇
親
会
は
初
日
の
夕
刻
、

六
七
名
の
参
加
者
の
も
と
、

オ
ー
ク
ラ
　
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
ホ
テ
ル
つ
く
ば
に
お
い
て
盛
大
に
催
さ
れ
た
。

以
下
に
今
大
会
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
略
記
す
る
。

【十

一
月
十
七
日

（土
こ

◇
平
成
十
九
年
度
総
会

◇
研
究
発
表

①
伝
宗
尊
親
王
筆

「神
楽
歌
切
」
の
筆
跡
と
紙
背
文
書
に
つ
い
て
　
中
村
健

太
郎

（司
会

”
鈴
木
晴
彦
）

②
王
湖

『淳
化
秘
閣
法
帖
考
正
』
に
つ
い
て
　
高
橋
佑
太

（司
会

”
澤
田
雅
弘
）

③
孫
過
庭

『書
譜
』
に
お
け
る
書
体
融
合
表
現
の
思
想
―
包
世
Ｅ

『芸
舟
双

鳩
』
に
よ
る
解
説
の
試
み
　
森
常
雄

（司
会

”
河
内
利
治
）

◇
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「書
学
書
道
史
の
教
育
の
現
状
と
将
来
」
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

や
河
内
利
治

パ
ネ
ラ
ー

”
下
野
健
児
、

鶴
田

一
雄
、

長
野
秀
章
、

森
岡
隆

【十

一
月
十
八
日

（日
こ

◇
研
究
発
表

④

「絹
地
切
」
「綾
地
切
」
の
多
様
性
に
つ
い
て
―
サ
ン
リ
ツ
服
部
美
術
館
成
、

未
公
開
の
断
簡
を
中
心
に
―
峯
岸
佳
葉

（司
会

い
森
岡
隆
）

⑤
章
革
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
山
元
宣
宏

（司
会

い
福
田
哲
之
）

⑥

『夜
鶴
庭
訓
抄
』
の
変
遷
過
程
　
永ヽ
由
徳
夫

（司
会

”
杉
浦
妙
子
）

②

〈気
〉
を
め
ぐ
る
書
法
審
美
範
疇
語
の
研
究
―
歴
代
書
論
か
ら
見
る

〈気
〉

字
術
語
　
王
力
軍

（司
会

¨
管
野
智
明
）

⑥

「大
河
内
文
書
」
か
ら
み
た
明
治
期
の
日
中
書
法
交
流
　
中
村
史
朗

（司

会

”
中
村
伸
夫
）

③
江
馬
細
香
の
書
風
―
題
画
詩
を
め
ぐ
っ
て
―
鄭
麗
芸
（司
会

一
杉
村
邦
彦
）

①
張
芝
革
書
の
実
相
―
長
沙
東
牌
楼
東
漢
簡
慣
を
手
が
か
り
と
し
て
―
福
田

哲
之

（司
会

一
大
橋
修

一
）

◇
特
別
講
演

「上
海
時
代
の
長
尾
雨
山
と
西
冷
印
社
及
び
呉
昌
頂
と
の
関
係
」
杉
村
邦
彦

（司
会

い
中
村
伸
夫
）

（懇
親
会
風
景
）
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第
１８
回
大
会
研
究
発
表

口
司
会
者
報
告

国
内
局
大
会
運
営
委
員
会

◆
発
表
①
伝
京
尊
親
工
筆

「神
楽
歌
切
」
の
筆
跡

と
紙
背
文
書
に
つ
い
て

〈中
村
健
太
郎
〉

本
発
表
は
、
こ
れ
ま
で
未
紹
介
で
あ

っ
た

「神

楽
歌
切
」

（個
人
蔵
）

の
断
簡
を
と
り
あ
げ
て
、

詳
細
な
苦
誌
調
査
に
基
づ
い
て
具
体
的
な
報
告
が

な
さ
れ
、

あ
わ
せ
て
先
学
の
研
究
成
果
を
確
認
し

な
が
ら
筆
跡
の
検
証
を
行

っ
た
も
の
で
あ
る
。
と

く
に
そ
の
筆
跡
の
検
証
過
程
で
明
ら
か
に
な

っ
た

点
と
し
て
、

当
該
の

「神
楽
歌
切
」
の
紙
背
文
書

の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

発
表
者
に
よ
れ
ば
、

こ
の
紙
背
文
書
の
記
載
内

容
が

『続
日
本
紀
』
巻
第
二
二
の

一
文
と
重
複
し
、

こ
れ
を
言
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

こ
と
か
ら
、

こ
の
断
衛
が
歴
史
書
関
係
の
支
苦
で

あ
る
こ
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
写
本
と

し
て
の
形
態
　
筆
跡
　
紙
背
文
書
の
関
連
性
か
ら
、

伝
西
行
筆

「風
俗
歌
切
」
と
密
接
な

つ
な
が
り
を

布
す
る
可
能
性
の
高
い
こ
と
が
言
及
さ
れ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

発
表
に
あ
わ
せ
て
レ
ジ

ュ

メ
資
料
が
よ
く
整
理
さ
れ
、
ま
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ

ー
で
の
鮮
明
な
画
像
の
補
完
説
明
に
よ

っ
て
、

総

じ
て
理
解
し
や
す

い
発
表
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。

質
疑
応
答
で
は
、

使
用
字
母
に
つ
い
て
の
見
解

と
高
野
切
第

一
種
及
び
二
種
と
の
関
連
性
に
つ
い

て
の
問

い
か
け
と
と
も
に
、

書
写
年
代
の
再
検
討

を
期
待
す
る
発
言
が
あ

っ
た
。

　

　

（鈴
木
晴
彦
）

◆
発
表
②
〓
湖

冨
浮
化
秘
閣
法
帖
考
正
』
に
つ
い

て

〈高
橋
佑
太
〉

清
の
工
樹

（
王
全
ハ
人
～

一
七
三
九
）
の
名
者

『淳
化
秘
閉
法
帖
考
正
』
（秀
正
八
年
自
序
。

同
巻

附
刻

の
古
今
法
帖
考
　
論
書
騰
語
を
除
く
）
を
、

閉
帖
の
研
究
資
料
に
と
ど
め
ず
、

書
論
書
と
し
て

取
り
扱

い
、

Ｏ
偽
書
に
対
す
る
言
説
と
、

②
張

旭
　
懐
素
及
び
王
献
之
三
家
に
対
す
る
評
語
に
絞

っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
提
ホ
し
た
内
容
で
あ

っ
た
。

①
で
は
、

宋
の
米
帝
　
責
伯
思
ら
が
閉
帖
中
の

偽
書
を

「
一
手
の
偽
帖
」
「南
唐
人
の

一
手
の
偽

帖
」
と
い
う
の
に
対
し
て
、

工
測
は

「
お
お
む
ね

淳
化
の
偽
書
に
三
手
有
り
」
と
し
て
、

三
手
各
々

の
偽
書
群
を
具
体
的
に
指
摘
す
る
の
み
な
ら
ず
、

偽
手
間
の
優
劣
に
も
論
及
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、

②
で
は
、

ズ
張
旭
は
）
顛
逸
と
雖
も
ｉ
法
度
右
り
」

等

の
対
立
評
語
を
併
有
す
る
論
評
の
ほ
か
、

「論

書
謄
語
」
に
お
け
る
評
価
と
の
相
達
に
も
及
ん
だ
。

質
疑
で
は
、

対
立
評
語
の
併
有
に
は
書
論
文
体

と
し
て
の
観
点
に
た

っ
た
考
察
の
必
要
性
が
、

ま

た
、

三
家
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
は
閉
帖
論
と

し
て
の
言
説
で
あ
る
こ
と
を
吟
味
す
る
必
要
性
が
、

指
摘
さ
れ
た
。

『淳
化
秘
閉
法
帖
考
工
』
を
書
論

言
と
し
て
扱
う
視
点
は
新
し
い
が
、

総
じ
て
、

書

中
の
言
説
を
整
理
す
る
過
程
で
浮
上
し
た
特
色
を

指
摘
す
る
に
止
ま

っ
た
は
み
が
あ
る
。（澤

田
雅
弘
）

◆
発
表
③

「孫
過
庭

『書
設
量

に
お
け
る
書
体
融

合
表
現
の
思
想
―
包
世
巨

『芸
舟
双
揖
』
に
よ

る
解
説
の
試
み
」
〈森
常
雄
〉

森
常
雄
氏
は
、

「孫
迪
庭

『書
譜
』
に
お
け
る

書
体
融
合
表
現
の
思
想
―
包
世
Ｅ

『芸
舟
双
消
』

に
よ
る
解
説
の
試
み
」
と
い
う
標
題
の
も
と
、

は

じ
め
に
、
１
書
体
の
成
立
、
２
書
体
の
融
合
表
現
、

３
書
体
の
融
合
表
現
論
、
４
書
体
融
合
表
現
の
実

際
、
５
お
わ
り
に
、
と
い
う
構
成
で
、

当
日
配
布

し
た
レ
ジ

ュ
メ
に
そ

っ
て
自
説
を
展
開
し
た
。
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『普
譜
』
か
ら
苦
体
融
合
表
現
と
考
え
る
原
文

を
引
用
し
て
日
話
訳

（独
自
の
訳
）
を
付
し
、

そ

れ
に
本
づ
く
包
世
臣
の
書
体
の
融
合
表
現
論
と
考

え
る
原
文
を
引
用
し
て
日
語
訳
を
付
し
、

テ
キ
ス

ト
か
ら
思
想
を
導
き
出
す
と

い
う
オ
ー
ソ
ド

ッ
ク

ス
な
手
堅
い
手
法
で
あ

っ
た
。

質
疑
で
杉
村
邦
彦
氏
が
孫
過
庭
と
包
世
Ｅ
の
問

に
蘇
拭
を
仲
介
さ
せ
て
は
と
提
起
し
た
が
、

森
氏

は
そ
の
必
要
は
無
い
と
退
け
ら
れ
た
。

思
う
に

「孫
過
庭
の
書
体
融
合
表
現
の
思
想
は
、

現
代
日
本
の
決
字
仮
名
交
じ
り
書
に
も
、

新
し

い

表
現
の
可
能
性
を
示
峻
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
」
と

い
う
結
び
は
、

些
か

一
足
飛
び
の
感
が
拭

えヽ
な
い
。

ま
ず
は
立
論
の
基
底
と
な
る
、

氏
の
言
う

『書

譜
』
に
お
け
る
書
体
融
合
表
現
の
思
想
自
体
を

一

層
確
回
た
る
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
の

上
で
、

包
世
Ｅ
が
そ
れ
を

『芸
舟
双
棺
』
に
如
何

に
論
と
し
て
取
り
込
ん
だ
か
を
解
明
し
て
も
ら
い

た
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（河
内
利
治
）

◆
発
表
①

（絹
地
切
〉
〈綾
地
切
〉
の
多
様
性
に

つ
い
て
―
サ
ン
リ
ツ
服
部
美
術
館
蔵
　
未
公
開

の
断
間
を
中
心
に
―

〈峯
岸
佳
葉
〉

発
表
者
が
勤
務
す
る
美
術
館
蔵
で
、

従
来
公
開

さ
れ
る
こ
と

の
な
か

っ
た
網
地
切
、

す
な
わ
ち

『白
氏
文
集
』
巻
三

・
新
楽
府

「
二
工
後
」
「
海

没
々
」
の

一
六
行
の
断
簡
に
つ
い
て
、

そ
の
全
容

の
紹
介
か
た
が
た
、

基
本
情
報
が
提
供
さ
れ
た
。

そ
の
う
え
で
、

筆
者
を
小
野
道
風
か
ら
藤
原
行
成

の
間
と
見

つ
つ
も
説
が
分
か
れ
る
先
行
研
究
を
踏

ま
え

つ
つ
、

鳥
の
下
絵
の
様
式
や
書
風
の
分
析
を

通
し
て
、

十
世
紀
末
か
ら
十

一
世
紀
初
頭
の
、

行

成
時
代
の
遣
品
と
推
定
す
る
発
表
で
あ

っ
た
。

質
疑
で
は
、

烏
の
下
絵
に
つ
い
て
の
美
術
史
的

な
考
究
の
補
完
や
、

網
本
の
流
布
状
況
も
附
ま
え

た

い
旨
、

指
摘
が
な
さ
れ
た

（古
谷
　
稔
氏
）
。

司
会
者
か
ら
も
、

古
筆
了
佐

の
極
め
に
記
さ
れ
、

事
実
他
の
絹
地
切
等
で
も
筆
者
か
と
さ
れ
る
藤
原

佐
理
を
否
定
す
る
根
拠
が
明
示
さ
れ
れ
ば
、

よ
り

充
実
し
よ
う
と
結
ん
だ
。

と
は
い
え
、

近
衛
家
熙
臨
模
本
と
近
し
い
関
係

で
あ
る
こ
と
に
も
言
及
す
る
な
ど
、

用
意
用
到
の

内
容
で
あ
り
、

論
文
で
の
発
表
を
期
待
し
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（森
間
隆
）

◆
発
表
⑤
章
車
に
つ
い
て
の

一
考
寮

〈山
元
宣
宏
〉

本
発
表
は
、

章
革
に
つ
い
て

『急
就
篇
』
令
急

就
章
ラ

と
の
関
連
を
中
心
に
、

史
書
や
虫
象

錘
係
な
ど
の
話
点
か
ら
考
察
を
加
え
た
も
の
で
あ

る
。

質
疑
応
答
で
は
、

鈍
練
の
ヤ
科
辞

の
実
態
、

劉
熙
載
の
章
車
に
つ
い
て
の
解
釈
、

束
脚
楼
聞
憤

に
お
け
る
書
体
と
用
途
と
の
対
応
な
ど
を
め
ぐ

っ

て
、

質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
た
。

啓
功

『古
代
字
体
論
稿
』
が
章
草
の
名
義
に
関

す
る
五
説
の

一
つ
に
挙
げ
る
ご
と
く
、

章
草

の

「
章
」
と

『急
就
章
』
と
を
関
連
づ
け
る
説
は
、

す
で
に

『四
庫
提
要
』

（経
部
　
小
学
類
）
に
見

え
る
。
し
た
が

っ
て
、

そ
れ
を
基
付
け
る
に
足
る

論
拠
の
控
示
が
課
題
と
な
る
が
、

山
元
氏
の
発
表

は
、

論
点
が
多
岐
に
わ
た

つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ヨ
急
就
章
』
の

「章
」
と
の
関
わ
り
を
重
視
し
た

い
」
と

い
っ
た
、

漠
然
と
し
た
結
論
に
と
ど
ま

つ

た
。皇

象
　
鍾
蘇
と
小
学
書

（
『急
就
章
ラ

と
の
結

び

つ
き
や
章
奏
の
た
め
の
文
字
の
習
得
と
い
う
小

学
書
の
性
質
を
い
く
ら
力
説
し
て
も
、

そ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
状
況
証
拠
の
城
を
出
な
い
。

章
■
の
出

題
に
限
ら
ず
、

古
代
字
体

の
考
察
に
お

い
て
は
、

文
献
資
料
と
出
土
資
料
と
の
快
重
な
和
互
迅
結
と

い
う
啓
功
氏
の
方
法
論
に
、

な
お
多
く
学
ぶ
べ
き

点
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（福
田
哲
之
）
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◆
発
表
⑥

『夜
鶴
庭
訓
抄
』
の
変
遷
過
程

〈永
由

徳
夫
〉

平
成
十
二
年
の
発
表
に
続
き
、

『夜
鶴
庭
訓
妙
』

の
写
本
の
時
代
的
相
進
を
綿
密
に
調
査
研
究
し
た

発
表
。

前
回
は
能
吉
人
の
研
究
で
あ

っ
た
が
、

今

回
は
更
に

一
本
発
見
し
た

一
四
本
の
写
本
を
系
統

的
に
整
理
し
た
結
果
、

表
記
や
記
述
内
容
に
か
な

り
の
差
果
が
あ
る
事
を
突
き
止
め
た
。

そ
れ
を
氏

は
時
代
に
よ
る
書
芸
術
観
に
よ

っ
て
変
遷
し
て
い

っ
た
と
考
祭
し
、

代
表
的
な
中
世
の
写
本
二
本
、

近
世
の
写
本
二
本
を
抽
出
し
、

時
代
的
価
値
観
に

よ

っ
て
表
記
が
異
な

っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
想
定
し
た
。

発
表
は
差
果
が
特
に
顕
者
な
第
五
条
の
大
嘗
会

の
屏
風
の
書
式
の
部
分
を
抽
出
し
、

中
世
の
写
本

は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
敬
語
が
多
用
、

近
世

は
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
敬
語
は
な
く
常
態
に

な

っ
て
い
る
事
、

ま
た
、

「
カ
ク
ス
コ
ト
」
が

「
秘
説
」
と
な
る
な
ど
、

相
違
が
多
く
見
ら
れ
、

こ
れ
に
よ

っ
て
変
遷
過
程
の
流
れ
を
窺

い
知
ろ
う

と
努
め
た
発
表
で
あ

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
か
ヨ
夜
縄
庭
訓
抄
』

の
源
を
是
非

探

っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
意
見
が
出
た
。

（杉
浦
妙
子
）

◆
発
表
①

〈気
〉
を
め
ぐ
る
書
法
害
美
範
噂
語
の

研
究
―
歴
代
書
論
か
ら
見
る

〈気
〉
字
術
語

〈工
力
軍
〉

本
発
表
は
、

漢
～
唐

の
古
代
言
論
を
対
象
に
、

そ
こ
で
用
い
ら
れ
る

「気
」
字
の
術
語
を
丹
合
に

拾
い
上
げ
、

発
表
者
な
り
の
観
点
で
分
類
　
整
理

し
、

そ
の
用
法
の
変
遷
に
つ
い
て
考
祭
を
加
え
た

も
の
で
あ
る
。

フ
ロ
ア
ー
か
ら
は
、

今
般
取
り
上
げ
た
分
析
例

よ
り
も
頻
度

の
高

い
重
要
な
用
例
が
あ
る
こ
と
、

書
法
上
の
具
体
的
な
造
形
　
技
法
と

の
関
わ
り
、

対
象
と
す
る
言
論
の
真
偽
、

な
ど
に
対
し
て
質
疑

が
出
さ
れ
た
。

「
書
法
審
美
範
晴
語
」
な
る
タ
ー
ム
は
、
自
ず

と

「書
法
」
固
有
の

「審
美
範
疇
」
を
想
起
さ
せ

る
。

他
領
城
の
理
論
と
意
味

「範
疇
」
を
共
有
す

る
部
分
を
締
密
に
お
さ
え
て
ゆ
く
こ
と
は
勿
論
重

要
で
は
あ
る
が
、

フ
ロ
ア
ー
の
質
問
に
あ

つ
た
と

お
り
、

そ
こ
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

「書
法
審
美
範

喘
」
が
如
何
に
，
成
し
て
い
る
の
か
、

こ
の
点
に

対
す
る
視
角
も
求
め
ら
れ
よ
う
。

今
後
の
進
展
を

期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
（菅
野
智
明
）

◆
発
表
①

「大
河
内
文
書
」
か
ら
み
た
明
治
期
の

日
中
書
法
交
流

〈中
村
史
朗
〉

本
発
表
は
、

初
期
の
清
国
公
使
館
の
活
動
実
態

を
知
る
上
で
不
可
欠
の
資
料
と
さ
れ
、

ま
た
、

従

来
は
文
字
的
側
面
か
ら
関
心
を
も
た
れ
る
こ
と
が

多
か

っ
た

「大
河
内
文
書
」
に
つ
い
て
、

こ
れ
を

明
治
期
の
日
”
書
法
交
流
史
研
究
の
資
料
と
し
て

扱

い
、

そ
の
書
法
に
関
す
る
筆
談

の
内
容
か
ら
、

当
時
に
お
け
る
書
法
の
実
情
や
書
法
観
に
つ
い
て

考
祭
し
た
も
の
で
あ
る
。

明
治
期
の
日
中
書
法
交
流
と
い
え
ば
、

こ
れ
ま

で
楊
守
敬
と
日
下
部
鳴
鶴
　
巌
谷

一
六
ら
と
の
交

流
を
中
心
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、

「
大

河
内
文
書
」
の
筆
談
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、

こ
の
分
野
の
研
究
に
お
け
る
新
た
な

方
向
を
打
ち
出
し
た
も
の
と
し
て
高
く
評
価
で
き

ＺＯ
。ま

ず
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
筆
写
資
料
を
正

確
に
読
み
解
い
て
、

テ
キ
ス
ト
全
体
の
確
立
を
急

ぐ
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

そ
の
上
で
、

精
細
な
内
容

分
析
を
ふ
ま
え
た
考
察
を
行
い
、

通
説
の
再
検
討

に
及
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
（中
村
伸
夫
）
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◆
発
表
③
■
江
馬
細
書
の
書
風
―
題
画
詩
を
め
ぐ

っ
て
―
」

か
ら

〈郭
麗
芸
〉

鄭
女
史
は
近
年
、

三
輪
日
米
山
の
研
究
を
意
欲

的
に
進
め
て
き
た
が
、

今
回
は

一
転
し
て
幕
末
大

垣
出
身
の
女
流
の
漢
詩
人
　
文
人
画
家
で
書
を
も

善
く
し
た
江
馬
細
香
を
取
り
上
げ
た
。

と
く
に
細
呑
の
題
両
詩
の
書
風
に
注
目
し
、

的

「女
十
気
な
し
」
、

０

「女
性
情
あ
り
」
、

口

「オ

女
美
多
し
」
と
評
さ
れ
る
特
色
を
、

作
品
に
即
し

て
具
体
的
に
考
察
を
加
え
た
。

そ
の
結
果
、

い
は

多
く
の
竹
図
の
賛
に
兄
ら
れ
、

気
力
が
張
り
つ
め

て
男
性
的
な
力
強
さ
が
あ
る
こ
と
、

の
は
焼
曲
繊

細
な
情
趣
に
富
む
こ
と
、

０
は
静
雅
乗
婉
で
変
化

に
富
む
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
宋

の

米
市
や
蘇
弧
の
書
の
影
響
が
顕
者
で
あ
り
、
と
く

に
そ
の
画
賛
の
書
は
画
意
　
詩
情
に
ふ
さ
わ
し
い

多
様
な
表
現
に
な

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し

た
。会

員
鈴
木
洋
保
氏
か
ら
は
、

細
呑
と
親
変
の
あ

っ
た
来
泊
清
人
江
芸
閉
や
縁
戚
の
書
人
江
馬
天
江

ら
と
の
間
で
、

書
法
を
め
ぐ
る
何
ら
か
の
や
り
と

り
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
質
問
が
あ

っ
た
。

ま
た
司
会
の
杉
村
か
ら
は
、

例
え
ば
江
馬
文
書
研

究
会
編

『江
馬
細
香
来
輸
集
』
所
収

の
取
山
陽

「書
簡
２５
」
に
、

「私
苦
之
風
少
々
右
所
悟
入

一
変

化
候
、
…
先
蘇

（眠
）
　

米

（市
）
之
問
ノ
筆
意

二
候
」
と
あ
る
な
ど
、

文
献
資
料
に
よ
る
裏
付
け

も
必
要
な
の
で
は
な

い
か
と
の
批
判
も
出
さ
れ

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（杉
村
邦
彦
）

◆
発
表
①
張
芝
草
書
の
実
相
―
長
沙
東
牌
楼
東
漢

簡
臆
を
手
が
か
り
と
し
て
―
大
福
田
哲
之
〉

二
〇
〇
四
年
に
長
沙
市
束
牌
楼
か
ら
束
決
の
霊

帝
期

（
一
六
人
～

一
八
九
）
の
簡
脂
、

有
字
簡
二

〇
六
枚
が
出
上
し
た
。

そ
の
う
ち
三
〇
余
枚
は
草

書
簡
臆
で
あ
る
。

福
出
氏
は
、

同
時
期
の
張
芝
の

作
品
、
と
り
わ
け
資
料
性
の
高

い

「秋
涼
平
幸
帖
」

に
着
目
し
、

東
牌
楼
出
上
の
車
書
筒
三
〇
余
枚
と

比
較
検
討
を
加
え
、

張
芝
の
革
書
の
実
相
や
、

今

草
の
生
成
の
時
期
に
迫
る
と
い
っ
た
発
表
で
あ

っ

た
。質

疑
と
し
て
は
当
時
の
紙
の
普
及
と
卓
書
の
関

連
性
、
さ
ら
に
様
式
や
内
容
か
ら
魏
晋
時
代
と
の

共
通
性
の
問
題
、

張
芝
の
い
わ
ゆ
る

「
一
筆
書
」

な
ど
に
つ
い
て
の
活
発
な
質
疑
応
容
が
な
さ
れ
た
。

た
だ
し
、

大
方
の
質
疑
に
つ
い
て
は
、

福
田
氏
の

六
枚
に
及
ぶ
文
献
資
料
の
中
に
す
で
に
記
載
さ
れ

て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

現
地
調
査
を
踏
ま
え
、

文
献
資
料
と
逐

一
照
合
を
加
え
た
実
証
的
な
、
し

か
も
手
堅
い
発
表
で
あ

っ
た
。

欲
を
言
え
ば
、

新
資
料
が
威
力
を
発
揮
す
る
た

め
に
も
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
映
像
で
は
や
や
写
真
が

不
鮮
明
で
あ
り
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
の
説
明
で

あ
れ
ば
よ
り
効
果
を
高
め
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

（大
橋
修

一
）

圃
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
度
木
を
控
え
選
管
で
は
、

平
成
２０
年
３
月
末

日
で
任
期
満
了
と
な
る
第
Ⅸ
則
役
貝

（理
事
お
よ

び
監
事
）
の
改
選
選
挙
を
以
下
の
要
領
で
実
施
し

ま
す
。

役
員
改
選
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、　

一
昨
年

の
徳
島
で
の
大
会
　
総
会
で
会
則
な
ら
び
に
選
挙

行
理
規
社
の
関
係
規
定
が
改
正
さ
れ
、

前
回
の
改

選
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
選
も
、

前
日
と
同
じ
要
領
で
実
施

い
た
し
ま
す
。

０
２
月
中
句
、

選
管
よ
り
会
貞
各
位
に
会
貞
名
簿

と
投
票
川
紙
を
配
布
し
ま
す
。

０
３
月
７
日
必
弟
で
投
票
を
締
め
切
り
、
３
月
９

日
に
開
票
予
定
で
す
。

①
３
月
１５
Ｈ
頃
、

理
事
に
当
選
し
た
方
々
に
よ
る

緊
急
怨
談
会
が
も
た
れ
、

新
役
員
会
編
成
の
準

備
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

④
３
月
末
Ｈ
頃
、

臨
時
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

新

役
員
会
が
発
足
し
ま
す
。

こ
の
お
知
ら
せ
を
も

っ
て
、

第
Ｘ
期
役
員
選
出

の
た
め
の
役
員
改
選
選
挙
の
告
示
と
い
た
し
ま
す
。

以
　
上

（選
挙
管
理
委
員
長
　
浦
野
役
副
）
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第
１８
回
大
会
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

【テ
ー
マ
】
書
学
書
道
史
の
教
育
の
現
状
と
将
来

◇
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

◇
パ
ネ
ラ
ー

◇
パ
ネ
ラ
ー

◇
パ
不ヽ
ラ
ー

◇
パ
ネ
ラ
ー

河
内
利
治

（大
束
文
化
大
学
）

下
野
能
児

（花
脚
大
学
）

鶴
田

一
雄

（新
潟
大
学
）

長
野
秀
章

（東
京
学
芸
大
学
）

森
岡
　
降

（筑
波
大
学
）

Ｗ
頭
、

祀
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
十
学
■
道
史
の
教

育
の
現
状
と
将
来
」
を
開
催
す
る
に
至

っ
た
維
縦
、

次
い
で

「主
旨
」
説
明
を
行

っ
た
。

次
に
四
人
の
パ
ネ
ラ
ー
、

下
野
先
生
、

鶴
田
先
生
、

長
野
先
生
、

森
岡
先
生
に
、

①
教
育
課
程

（カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
な
ど
を
中
心
に
）
、

②
国
際
交
流

（教
育
上
の

粧
点
か
ら
科
学
生
の
派
述
　
受
け
入
れ
な
ど
を
巾
心

に
）
、

Ｏ
学
生
の
進
路

（就
職
お
よ
び
進
学
な
ど
を
中

心
に
）
、

④
そ
の
他

（ど
の
よ
う
な
学
生
　
院
生
を
育

て
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
な
ど
）
に
つ
い
て
、

各
大

学
に
お
け
る
現
状
報
告
と
将
来
に
向
け
て
の
提
言
を

し
て
頂
い
た
。

休
触
を
は
さ
み
、

会
場
か
ら
パ
ネ
ラ
ー
に
対
す
る

空
疑

（長
町
氏

「鑑
賞
と
表
現
」
　

下
野
氏

「受
け

て
の
養
成
し

を
行

い
、

さ
ら
に
許
先
生
方
か
ら
意

見
　
感
想
を
頂
戴
し
、

最
後
に
パ
ネ
ラ
ー
か
ら

一
言

ず
つ
述
べ
て
頂
き
閉
会
し
た
。

事
前
に
パ
ネ
ラ
ー
と

の
詳
細
な
打
ち
合
わ
せ
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

パ
ネ

ラ
ー
午
山
が
資
料
を
用
意
し
て
発
表
し
て
下
さ
り
、

Ｍ
前
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
進
行
で
き
た
。

杉
村
那
彦
先
生

「
■
学
■
道
史
と

い
う
名
称
に
つ

い
て
」
、

久
米
公
先
生

「
こ
と
ば
の
力
」
、

平
形
柿

〓

先
生

「
許
岡
大
と
静
岡
県
の
教
育
状
況
」
、

果
購
宏
先

生

「
言
語
活
動
の

一
環
と
し
て
―
読
む
／
書
く
／
話

す
」
、

古
谷
稔
先
生

「
鑑
る
こ
と
―
廿
典
　
書
跡
」
な

ど
の
貴
重
な
提
案
が
あ

っ
た
。

今
Ｍ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
焦
点
が
和
や
ほ
や
け
た

が
、

結
果
と
し
て
そ
の
た
め
に
い
く

つ
か
の
展
開
の

方
向
性
を
も
て
た
こ
と
を
多
と
し
た

い
。

そ
れ
ら
を

踏
ま
え
て
次
回
以
降

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー

マ
と

内
容
を
考
え
た
い
。

配
「
学
の
国
際
化
」
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
る
ｉ
Ｏ

一
〇
年
国
際
大
会
を
よ
り
Ｒ

い
会
議
に

す
る
た
め
の
、

性
か
な

一
歩
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

戦
後
に
関
係
者
各
位
、

特
に
筑
波
大
学

の
加
生
に

厚
く
御
礼
巾
し
上
げ
る
。

　

　

　

　

　

（河
内
利
治
）

報
　
生
由
　
①

十
通
学
科
や
コ
ー
ス
を
持

つ
大
学
に
お

い
て
、

優

れ
た
■
家
や
研
究
者
を
養
成
す
る
こ
と
は
、

も
ち
ろ

ん
五
要
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

■
を
後
世
に
残

す
べ
き
文
化
だ
と
す
る
な
ら
ば
、

我
々
に
は
こ
の
文

化
を
受
け
と
め
て
く
れ
る
人
々
が
必
要
だ
。

い
か
に

優
れ
た
情
報
を
発
信
し
よ
う
と
、

そ
の
受
容
者
が

い

な
け
れ
ば
、

そ
の
情
報
は
単
な
る
自
己
満
足
に
な
り

か
ね
な

い
。

か

つ
て
、

今
井
凌
■
先
化
が

「
現
代
■

へ
の
祉
予
―
受
け
子

の
差
成
」

島
新
十
鑑
』

５‐
‐
２
、

シンポジウム風景
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の
ち

『■
を
志
す
人

へ
』
Ｌ
に
収
鎌
）
と

い
う

本
文

で
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、

■
逆
外
に
は

「
他
令
な
受

け
子
」
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

■

の
フ
ァ
ン
、

サ
ポ
ー
タ
ー
を
対
や
す
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

そ
れ
こ
そ
が
広

い
意
味
で

の
、

教
育

の
問
題
で
あ
る
。

今
必
要
な
の
は
、

作

‐１と

や
書
家
と
手
が
わ
か
ら
な

い
と

い
う

一
般

の
人
々
と

を

つ
な
ぐ
役
制
を
担
う
存
在
で
あ
る
。

書
写
、

書
道

界
で
は
常
識
化
し
て
あ
ま
り
問
題
に
さ
れ
な

い
よ
う

な
こ
と
、

た
と
え
ば
、

「
な
ぜ
毛
年
を
使
う

の
か
」

「
苦
く
と

い
う
行
為
は
我
々
に
と

っ
て
ど
の
よ
う
な
意

味
を
持

つ
の
か
」
と

い
っ
た
こ
と
を
、

■
供
た
ち
や

般

の
人
々
に
興
解
で
き
る
、

わ
か
り
や
す

い
■
央

で
冊
る
能
力
を
対

つ
人
材
の
養
成
が
な
務
な
の
だ
。

花
川
大
学
■
道

コ
ー
ス
の
学
イｌｉ
の
多
く
は
、

「■
く

こ
と
が
好
き
」
で
入
学
し
て
き
た
。

学
生
に
は
、

作

品
側
作

の
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、

普
文
化
の
伝
道

者
と
し
て
、

わ
か
り
や
す

い
言
葉
で
手
を
話
る
能
力

を
身
に
つ
け
て
も
ら

い
た

い
。

大
学
で
書
を
学
ぶ
こ

と
の

一
つ
の
意
味
が
こ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

（下
野
健
児
）

報
　
一
Ｈ
　
０

私
は
新
湖
大
学
教
育
人
円
科
学
部

の
芸
術
環
境
創

地
挑
科
■
衣
現

コ
ー
ス
に
所
属
し
て
い
る
。

小
学
は

一
学
年
十
ｉ
名
で
、

大
学
性
生
は
大
名
、

総
■
は
ｔ

卜

ｉ
名

で
あ
る
。

本
学
は

い
わ
ゆ
る
新
課
科

（教
典

免
■
を
取
作
し
な
く
て
も
卒
米
で
き
る
）
で
、

■
来
、

美
術
、

十
道

の

エ
コ
ー
ス
が

一
つ
の
課
祉
に
な

っ
て

い
る
。

そ
の
た
め
に

二
科
令
同

の
授
米
が
あ
り
、

教

貝
も
複
数
で
担
当
し
て
い
る
。

本
学
は
以
前
か
ら
山
西
省
大
原
師
範
大
学
芋
法
科

と
交
流
し
て
お
り
、

す
で
に
本
字
の
大
学
院
生
が
留

学
し
た
こ
と
が
あ
る
。

現
在
も
大
学
院
生
が
短
期
の

研
修
に
行

っ
て
い
る
。

近
く
交
流
協
定
を
結
び
た

い

と
思

っ
て
い
る
。
ま
た
学
部
と
し
て
は
、

ハ
ル
ピ

ン

怖
範
大
、

北
京
師
範
大
と
交
流
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

学
■

の
成
職
状
況
は
、

企
田
的
に
高
校
■
道

の
採

用
武
阪
を
火
施
し
て
い
る
県
が
少
な

い
の
で
、

本
年

十
月

の
年
染
生
中
ｉ
人
は
、

い
学
１！ＲＩ
前
で
採
川
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
他
、

公
務
貝
や
　
枕

の
金
融
機
関
な

ど
に
蔵
職
し
て
い
る
。

日
立
大
学
は
四
年
前
に
独
立
法
人
化
さ
れ
、

予
算

が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、

人
員
の
補
充
も
十
分
で
は
な

い
。

決
し
て
良

い
状
況
で
は
な

い
が
、

文
字
文
化
に

興
味
を
持

つ
学
生
を
養
成
し
た

い
。

学
部
や
大
学
院

で
は
、

今
後
制
度
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

が
、

学
生
と
共
に
日
々
新
た
な
気
持
ち
で
教
育
と
研

究
を
進
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（覇
田

一
雄
）

報
　
一
山
　
０

０
教
育
課
科

（カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
な
ど
を
中
心
に
）

１
　
学
部

○
教
育
系
―
中
符
教
育
教
典
終
成
課
科

（
Ｂ
類
）
―

■
道
専
攻

（授
米
科
日
午
略
）

○
教
差
系
―
芸
術

ス
ポ
ー
ツ
文
化
課
程

（
Ｇ
類
）
―

干
道
車
攻

（ｉ
な
授
業
科
同
名
）

苦
学
Ｉ
Ｉ
普
道
史
、

書
道
理
論
、

文
房
四
宝
年

書
学
エ
ー
文
献
収
集
、

研
究
方
法
基
礎

幸
学
Ⅲ
Ｉ
卒
論
演
習

音
文
化
史
既
説
Ｉ
Ｉ
中
国
昔
道
史

廿
文
化
史
既
泣
Ⅱ
十
日
本
書
道
史

そ
の
他
　
■
鋒
賞
研
究
Ａ
Ｂ
Ｃ

■
文
化
突
地
研
究
Ｉ
口
牛

２
　
修
■
課
科

○
教
育
系
―
夫
術
教
育
中
攻

○
教
養
系
―
総
合
教
育
開
発
中
攻

３
　
博
十
課
社
―
避
令
学
校
教
育
学
研
究
科
　
構

成
大
学

（東
京
学
芸
大
　
埼
玉
大
　
千
葉
大

横
浜
Ｈ
大
）

平
成
十
九
年
度
よ
リ
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
改
訂
に
伴

い
、

そ
の
初
年
度
が
学
部
で
は
進
行
中
で
あ
る
。
ま
た
教

育
系

の
Ｂ
類
昔
道
中
攻

の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
と
重
な
る

科
同
も
あ
り
、

学
部
の
中
で
は
米
礎
的
な
科
Ｈ
は
共

迪
と
し
、

学
年
が
進
行
す
る
に
つ
れ
て
教
養
系

の
独

山
の
授
米
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

Ｏ
Ｎ
除
交
流

１
　
巾
田

の
Ｌ
海
師
範
大
学
と

の
大
学
問
交
流
が
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正
式
に
始
ま
り
、

学
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
専
攻
や

教
室
、

個
人
等
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
。

苦
道
科
と
し
て
は
、

書
道
展
を
基
本
的
に
交

工
に
教
員
、

学
生
も
参
加
し
て
開
催
し
、

昨
年

度
は
本
学
の
教
員
と
学
生
と
が
■
海
師
範
大
学

を
訪
問
し
、

研
修
旅
行
も
兼
ね
て
実
施
し
た
。

２
　
専
任
教
員
五
名
の
内

一
名
は
留
学
生
担
当
諦

師
と
し
て
在
籍
し
て
い
る
た
め
、

昔
道
の
授
業

を
在
学
中
の
外
国
人
学
生
が
多
く
松
修
し
て
い

Ｚ
つ

。

３
　
特
に
大
学
院
の
学
生
は
、

在
学
中
に
中
国

ヘ

私
費
科
学
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
年
々
多
く
な

っ

て
い
る
。

①
学
生
の
進
路

教
育
系
は
教
貝
就
職
率
が
求
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、

近
年
は
少
し
上
向
き
の
傾
向
が
あ
る
が
、

教
養
系
は

教
貝
免
許
は
高
年
学
校
芸
術
科
昔
道
の
み
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、

学
部
の
学
生
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。

大
学
院
も
ほ
ぼ
同
様
の
状
況
だ
が
、

非
常
勤
で

数
社
を
兼
任
で
き
る
修
了
生
は
ま
だ
良
い
方
で
あ
る
。

こ
の
学
会
も
含
め
て
、

キ
に
関
わ
る
若
い
人
達
が
学

び
続
け
ら
れ
る
状
況
を
こ
の
学
会
ば
か
り
で
な
く
書

写
書
道
に
か
か
わ
る
全
て
の
大
学
人
が
真
剣
に
行
動

を
起
こ
す
時
が
き
て
い
る
と
痛
感
し
て
い
る
。

④
教
科
専
門
を
中
核
に
世
く
こ
の
学
会
が
教
育
と
研

究
は
大
学
に
お
け
る
二
大
責
務
と
と
ら
え
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
行
政
、

学
校
、

博
物
館
や
美
術

館
、

山
版
関
係
、

書
坦
や
筆
墨
生
産
者
ま
で
全
て
の

関
係
者
が
で
き
る
だ
け
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
日

本
の
文
化
と
し
て
の

「書
」
を
ど
う
盛
り
上
げ
て
い

け
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
強
く
思

っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
あ
り
が
た
い
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
、

感
謝
中
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　

　

（長
野
秀
章
）

報
　
上
出
　
④

①
教
育
課
程

理
論
と
実
技
の
相
乗
効
果
を
期
す
る
も
の
で
、

卒

業
研
究
　
修
了
研
究
と
も
に
、

論
文
と
制
作
の
両
方

を
義
務
づ
け
て
い
る
。

な
お
本
年
度
よ
り
、

大
学
院

修
士
課
杷
芸
術
研
究
科
が
博
士
前
期
課
程
に
改
組
さ

れ
た
が
、

教
育
方
針
は

一
貫
し
て
い
る
。

博
士
後
期

課
程
に
お
い
て
も
、

論
文
だ
け
で
な
く
、

毎
年
の
Ｄ

Ｃ
展
で
制
作
の
発
表
を
行
う
者
が
多
い
。

②
国
際
交
流

国
立
台
湾
芸
術
大
学
と
の
交
換
留
学
生
制
度
に
よ

り
、

毎
年

一
名
の
学
部
生
が

一
年
間
科
学
し
て
い
る
。

た
だ
次
方
と
も
自
校
で
の
年
度
ご
と
と
し
て
い
る
た

め
、

受
け
入
れ
側
で
は
年
度
途
中
に
迎
え
る
と
い
う
、

若
Ｔ
不
都
合
な
而
は
あ
る
。

大
学
院
生
は
ほ
ほ
逆
年
、

田
費
科
学
～
と
し
て
二
年
間
、

中
国
美
術
学
院
等
に

渡

っ
て
い
る
。

本
学
で
も
、

中
日
　
台
湾
　
申
国
か

ら
の
研
究
員
や
科
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

①
学
生
の
進
路

学
群
生
の
半
数
な
い
し
三
分
の
一
が
大
学
院
に
進
学

し
て
い
る
が
、

大
学
院
に
は
他
大
学
出
身
者
も
多

い
。

卒
業
　
修
了
後
は
中
学
　
高
校
　
大
学
の
教
員
、

や

物
館
　
美
術
館
の
学
芸
員
、

出
版
社
の
稲
集
員
な
ど

に
従
事
し
て
い
る
。

が
、

現
今
の
教
員
採
用
試
験
状

況
の
中
、

専
任
教
員
に
就
く
に
は
、

少
し
年
数
を
要

す
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

④
そ
の
他

①
で
述
べ
た
よ
う
に
、

詳
制
作
を
専
ら
と
し
て
い

く
に
せ
よ
、
ど
の
領
域
の
研
究
者
に
な
る
に
せ
よ
、

そ
の
未
盤
を
し

っ
か
り
修
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努

め
て
い
る
。

筑
波
大
学
書

コ
ー
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。　

　
　
　
　
　
　
（森
岡
隆
）

ア
ワ
ー
ド
制
な
香
果
ま
か
ら
の
お
願
い

理
事
会
で
は
、

第
二
十
回
大
会

（二
〇
〇
九
年

度
）
を
記
念
し
、

ア
ワ
ー
ド

（学
会
賞
）
制
の
導

入
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

つ
い
て
は
、

会
員
の

皆
様
よ
り
、

こ
れ
に
関
す
る
意
見
を
募
り
ま
す
。

ご
意
見
の
あ
る
方
は
、

ア
ワ
ー
ド
制
小
委
員
会

菅
野
智
明
宛
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
１
８
５
３
１
２
７
１

５
か
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
争
せ
下
さ
い
。

（書
式
自

由
）

汗
”
●
●
〇
〔
〕
崎
ゆ
一
年
∽
付
●
キ
の
卓
庁
Ｃ
げ
”
弾
命
」
●

（菅
野
智
明
）
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写
し
伝
え
ら
れ
た
古
代
の
漢
字
た
ち

―
徐
在
国
編

『伝
抄
古
文
字
編
』
―福

田
　
哲
之

近
年
、

中
国
で
は
竹
筒
や
木
順
な
ど
に
筆
写
さ
れ
た
戦
国
期
の
簡
憤
の
出
上
が
相

次
ぎ
、

金
石
が
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
き
た
従
来
の
古
文
字
　
書
法
研
究
に
、

新

た
な
局
面
を
拓
く
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
今
か
ら
お
よ
そ
二
十
三

百
年
前
に
書
写
さ
れ
た
楚
前
の
発
見
に
よ
っ
て
、

我
々
は
始
皇
市
の
文
字
統

一
の
陰

で
抹
殺
さ
れ
た

「古
文
」
と
総
称
さ
れ
る
古
代
の
漢
字
た
ち
の
姿
を
、

直
接
日
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。　

一
方
、

こ
れ
ら
の
新
資
料
と
は
別
に
、

始
阜
市

の
文
字
統

一
に
よ
る
迫
字
を
く
ぐ
り
抜
け
、

漢
代
以
降
の
伝
世
文
献
の
中
に
密
か
に

命
脈
を
保

っ
て
き
た

「古
文
」
が
存
在
し
た
。

そ
れ
ら
は
写
し
伝
え
ら
れ
た

「古
文
」

と
言
う
意
味
か
ら

「伝
抄
古
文
」
と
称
さ
れ
、

字
書
や
石
経
な
ど
に
そ
の
痕
跡
を
と

ど
め
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
考
証
学
が
発
展
し
た
清
朝
以
降
に
お
い
て
は
、

依
拠
資
料
の
大
半
が
散
逸

し
た
た
め
に
資
料
的
な
一其
付
け
が
と
れ
ず
、
し
か
も
全
文
と
の
間
に
多
く
の
相
道
点

を
も
つ

「伝
抄
古
文
」
は
、

素
性
の
に
し
い
文
字
と
見
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
閲
若
環

に
よ
っ
て

『古
文
尚
苦
』
の
ぬ
作
が
証
明
さ
れ
る
と
、

「古
文
」
そ
の
も
の
を
否
定
す

る
気
避
が

一
挙
に
高
ま
っ
た
。

市
の
鄭
珍
　
鄭
知
同

『汗
簡
箋
正
』
が
、

「伝
抄
古
文
」

の
字
書
と
し
て
代
表
的
な
位
置
を
占
め
る
北
宋
の
郭
思
恕

『汗
簡
』
の
で
た
ら
め
さ

を
指
摘
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て

「市
文
」
の
化
け
の
皮
を
剥
ご
う
と
す
る
目
的
か
ら
著

作
さ
れ
た
こ
と
は
、

当
時
の
風
湖
を
象
徴
す
る
事
例
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
が

一
九
七
〇
年
代
以
降
、

楚
間
を
は
じ
め
と
す
る
戦
国
文
字
資
料
が
相
次

い
で
発
見
さ
れ
る
と
、

「伝
抄
古
文
」
の
な
か
に
戦
国
文
字
と
合
致
す
る
例
が
少
な
か

ら
ず
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、

そ
の
資
料
的
価
値
が
再
評
価
さ
れ
る

に
至
っ
た
。

す
な
わ
ち
、

戦
国
文
字
資
料
の
発
見
に
よ
っ
て
、

「伝
抄
古
文
」
が
ま
っ

た
く
の
偽
造
に
出
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
な
か
に
漢
代
以
降
の
古
文
家
た
ち
に
よ

っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
貴
重
な
情
報
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

「伝
抄
古
文
」
は
こ
う
し
て
復
権
を
遂
げ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
の
性
格
上
、

伝
写

の
間
に
生
じ
た
誤
写
や
訛
変
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
利
用
に
あ
た

っ
て
は
、

各
種
の
資
料
に
見
い
だ
さ
れ
る
字
形
を
相
互
に
比
較
検
討
し
て
原
形
を
推

定
す
る
、

い
わ
ゆ
る
資
料
批
判
の
作
業
が
不
可
欠
と
な
る
。
ま
た
楚
簡
な
ど
の
未
釈

字
解
読
の
資
料
と
し
て
用
い
る
際
は
、

類
似
の
形
体
を
も
つ
サ
ン
プ
ル
を
各
資
料
か

ら
丹
念
に
抽
出
し
、

村
工
に
比
較
検
討
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

な
が
ら
く
そ
の
価
値
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、

「伝
抄
古
文
」
関
係
の

資
料
で
公
刊
さ
れ
た
も
の
は
き
わ
め
て
少
な
く
、

各
資
料
の
検
索
な
ど
に
つ
い
て
も

十
分
な
工
具
書
が
備
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
憾
み
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
著
作
と
し
て
注
日
さ
れ
る
の
が
、

副
題
に
掲
げ
た
徐

在
国
編

『伝
抄
古
文
字
編
』
全
三
冊

（機
装
書
局
、

二
〇
〇
六
年
）
で
あ
る
。

収
録

資
料
は
、　

一

『説
文
解
字
』
、

二

石
経
古
文
、

三

碧
落
碑
　
陽
華
岩
銘
、

四

『汗
問
』
、

五

『古
文
四
声
融
』
、

六

一
一体
陰
符
継
、

七

『集
家
古
文
潮
海
』
、

人

宋
市
文
は
、

九

宋
志
、　

一
〇

大
神
記
碑
、　

一
一
金
志
と
よ
く
網
羅
さ
れ
て
お
り
、

当
該
字
を
検
索
す

れ
ば
、

こ
れ
ら
の
資
料
に
採
鉢
さ
れ
た

「伝
抄
古
文
」
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
体
を
、

た

ち
ど
こ
ろ
に

十
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
書
の
刊
行
に
よ
っ
て
、

戦
国
文
字
研
究
に
多
大
の
利
便
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
が
、

未
剛
拓
の
分
野
で
あ
る

「伝
抄
古
文
」
の
研
究
も
大
き
く
進

展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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国
際
会
議
の
現
状
と
将
来

河
内
　
利
治

本
学
会
は
二
〇
〇
〇
年
九
月
に

〈第
４
回
国
際
書
学
研
究
大
会
》
を
開
催
し
、

西

林
昭

一
理
事
長

（当
時
）
の
下
、

す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
大
成
功
を
収
め
た
実
績

を
持

っ
て
い
る
。

あ
れ
か
ら
七
年
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
題
勢
は
予
想
以
上
に
速
く
、

現
状
を
鑑
み
る
と
国
際
会
議
の
あ
り
か
た
を
内
省
す
る
時
期
が
到
来
し
て
い
る
。

筆
者
は
傍
倖
を
得
て
、

昨
年
十

一
月
か
ら
本
年
十
月
に
か
け
、

マ
カ
オ
美
術
館

（徐
潤
と
瞬
淳
）
、

香
港
中
文
大
学

（帖
学
と
対
聯
）
、

台
湾
高
雄
市
立
美
術
館
　
鴻
語

美
術
館

（近
代
絵
画
）、
山
西
省
太
原
市
政
府

（付
山
）、
蘇
州
文
聯
　
張
家
港
市
政
府

（明
清
書
法
史
）
、

ホ
ノ
ル
ル
美
術
館

（近
代
書
四
）
、

台
北
国
立
歴
史
博
物
館

（現
代

書
画
）
と
七
つ
の
会
議
に
参
加
し
、

い
ろ
い
ろ
と
考
え
る
所
が
あ
っ
た
。

そ
の
体
験

か
ら
、

将
来
の
国
際
会
議
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
思
う
と
こ
ろ
を
記
し
て
み
た
い
。

第

一
に
、

大
御
所
と
目
さ
れ
る
著
名
な
学
者
が

一
研
究
者
と
し
て
発
表
を
行

っ
て

い
る
点
。

研
究
者
と
し
て
見
習
う
べ
き
態
度
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

そ
う
簡
単
に
真
似
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
真
摯
な
学
問
追
求
の
精
神
力

と
体
力
に
畏
敬
の
合
を
抱
い
た
。

第
二
に
、

マ
カ
オ
、

肴
港
、

高
雄
、

蘇
州
、

ホ
ノ
ル
ル
に
お
け
る
会
議
は
、

純
粋

に
研
究
重
視
で
水
準
が
高
い
点
。
も

っ
と
も
日
本
の
学
術
水
準
へ
の
評
価
は
な
然
と

し
て
高
く
、

是
非
と
も
保
や
し
続
け
た
い
も
の
で
あ
る
。

か
つ
て
中
国
で
は
政
治
と

研
究
が
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
が
、

蘇
州
で
は
切
り
離
す
傾
向
が
生
じ
て
い
た
。

第
二
に
、

キ
ュ
ー
レ
ー
タ
ー
の
見
識
と
地
位
が
高
く
、

学
位
を
有
し
て
い
る
方
が

殆
ど
で
あ
る
点
。
し
か
し
欧
米
の
研
究
領
域
で
は
、

書
道
は
美
術
史
の
分
野
に
含
ま

れ
、

美
術
史
で
は
絵
画
史
が
主
で
あ
る

（実
は
日
本
も
同
じ
で
あ
る
）
た
め
、

書
道

を
専
門
に
研
究
す
る
学
者
が
少
な
い
。　

一
方
中
国
で
は
近
年
、

書
道
を
専
門
と
し
て

学
位
を
取
得
し
た
若
手
の
研
究
者

（修
士
　
博
士
　
博
士
後
）
が
増
え
て
い
る
。

第
四
に
、

予
稿
集
用
原
稿
　
要
旨
、

発
表
、

完
成
原
稿
と
必
ず
三
回
は
原
稿
と
向

き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
。

会
議
開
催
の
数
ヶ
月
前
、

早
け
れ
ば
半
年
前
に
原

稿
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
事
前
準
備
に
追
い
か
け
ら
れ
、

か
つ
会
議
後

に
完
成
原
稿
を
数
ヶ
月
以
内
で
求
め
ら
れ
る
。

個
人
的
に
は
良
い
勉
強
に
な

っ
た
が
、

組
織
と
し
て
運
営
す
る
た
め
に
は
充
分
な
対
応
が
必
要
と
な
る
。

第
五
に
、　

一
発
表
に
つ
き
、

司
会

（主
持
人
）
　

発
表
者

（発
言
人
）

・
評
者

（討
論
人
）
の
三
者
制
度
が
確
立
し
て
い
る
点
。

評
者
は
事
前
に
発
表
者
の
予
稿
集
用

原
稿
を
読
み
、

学
術
批
評
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
有
識
者
が
担
当
す
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
制
度
は
是
非
導
入
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

第
六
に
、

会
議
は
パ
ネ
ル
や
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
分
け
ら
れ
る
が
、

ホ
ノ
ル
ル
や
台
湾

で
は
、

現
代

（
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
）
、

比
較

（
コ
ン
パ
リ
ス
ン
）
、

創
新

（ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
）
の
３
Ｃ
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
点
。
日
本
に
お
い
て
現
代
書
道

や
創
作
を
テ
ー
マ
と
し
た
国
際
会
議
が
開
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

昨
年
度
、

ポ
ス
ト
ン
で
在
外
研
究
を
し
な
が
ら
、

美
術
館
を
廻
り
、

大
学
を
訪
問

し
、

調
査
と
資
料
収
集
を
行

っ
た
。

専
門
が
中
国
の
た
め
日
本
美
術
の
研
究
者
に
出

逢
う
機
会
は
少
な
か
っ
た
が
、
ど
う
も
日
本
美
術
史

（書
道
史
を
含
む
）
の
研
究
が

進
展
し
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
た
。

そ
の
時
、

折
角
日
本
で
書
道
の
国
際
会
議
を
行

う
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
独
自
の
展
覧
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
と
か
、

特
定
の
時
代
ま

た
は
テ
ー
マ
設
定
を
行
う
の
も

一
案
で
あ
る
と
思
っ
た
。

総
花
的
な
研
究
発
表
で
は

な
く
、

深
く
高
い
水
準
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
学
術
会
議
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
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刻
法
と
筆
法
の
怪
し
い
関
係

―
筆
法
観
の
見
直
し
と
工
房
形
態
解
明
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ー

澤
田
　
雅
弘

十
年
近
く
北
魏
を
中
心
に
、

北
朝
墓
誌
の
刻
法
に
注
意
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結

果
、

年
跡
の
価
別
性
を
正
碓
に
伝
え
る
こ
と
が
鈴
刻
の
当
ん
で
あ
る
と
い
う
後
世
通

有
の
鈴
刻
御
は
、

当
時
に
あ

っ
て
は
必
ず
し
も
普
遍
的
で
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

労
業
本
で
は
見
逃
し
や
す
い
の
で
す
が
、

基
誌
の
確
本
を
眺
め
て
い
ま
す
と
、

基

誌
に
は
二
柾
類
、

三
社
類
、

多
い
場
合
に
は
六
種
類
、

七
種
類
と
い
う
よ
う
に
、

幾

種
類
も
の
キ
風
が
複
雑
に
海
在
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

沈
在
す
る
キ

皿
の
違
い
は
、　

一
兄
し
て
違
い
が
分
か
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

注
意
し
な
い
と
気
づ
か

な
い
よ
う
な
も
の
ま
で
あ
っ
て
、

実
に
ま
ち
ま
ち
で
す
。

こ
の
複
数
の
事
風
が
混
在
す
る
さ
ま
は
、

た
い
て
い
複
雑
で
、

想
定
で
き
る
秩
序

あ
る
書
写
順
序
と
は

一
致
し
な
い
状
態
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

複
数
の
揮
宅
者
に
よ

る
分
担
の
結
果
で
な
い
こ
と
は
明
確
で
、

原
因
は
刻
者
側
に
あ
り
ま
す
。

昔
瓜
の
混

在
が
特
定
の
芸
誌
に
だ
け
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、

北
魏
の
常
季
繁
墓
誌

の
刻
に
対
す
る
曽
毅
氏
の

「技
術
の
未
熟
さ
が
発
生
し
て
刻
者
が
交
代
さ
せ
ら
れ
た
」

と
い
う
考
え
も
成
立
し
う
る
の
で
す
が
、

こ
の
昔
瓜
混
在
現
象
は
社
度
の
共
こ
そ
あ

れ
、

ほ
ぼ
普
遍
的
に
認
め
ら
れ
ま
す
の
で
、

そ
の
考
え
は
当
た
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、

複
数
の
苦
瓜
が
混
在
す
る
こ
の
現
象
は
、

全
巾丹
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
）
筆
跡
の
個
別
性
を
無
視
し
て
、

刻
者
が
手
に
覚
え
た

（特
定
の
筆
法
を
表
現
す

る
）
刻
法
で
鍋
刻
し
た
結
米
と
い
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、

筆
跡
の
と
お
り

に
刻
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
と
い
う
飾
刻
観
は
通
用
し
な
い
の
で
す
か
ら
、

わ
た
し

た
ち
が
北
朝
墓
誌
の
字
跡
を
お
宅
者
の
筆
法
と
理
解
し
が
ち
で
あ
る
と
す
る
と
、

そ

の
理
解
自
体
か
ら
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

さ
ら
に
細
か
に
観
察
し
て
い
ま
す
と
、

複
数
の
募
誌
に
同
手
の
刻
法
、

ま
た
は
米

源
が
同
じ
と
思
わ
れ
る
別
手
の
酷
似
の
刻
法
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
ら

を
同

一
刻
法
と
よ
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
と
、

同

一
刻
法
を
抽
出
す
る
こ
と
で
、

石
刻
工

一房
の
実
態
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

否
、

刻
法
の
分
析
こ
そ
が
、

■
一房
を
解
明
で
き
る
唯

一
の
方
法
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
、

石
刻
工
房
の
こ
と
は
、

社
会
的
構
造
も
規
模
も

一
切
分
か

つ
て
い
ま

せ
ん
。　

一
件
の
基
誌
に
複
数
の
書
風
が
混
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

該
誌
の
鈴
刻
に
た

ず
さ
わ

っ
た
刻
者
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
関
係
で
結
び

つ
い
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

工
房
と
刻
者
た
ち
と
に
は
ど
の
よ
う
な
屁
用
関
係
が
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

北
魏
の
元
硫
基
誌
と
元
防
基
誌
の
場
合
を
例
に
し
ま
す
と
、

元
烈
と
元
詳
と
は
兄

弟
で
、

二
人
は
同
じ
基
陵
区
に
同
日
に
芽
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が

っ
て
、

こ
の
兄
弟

の
各
基
誌
は
、

同
じ
工
房
や
隣
接
す
る
Ｉ
房
、

あ
る
い
は
同
じ
関
係
者
が
属
す
る
社

会
と
い
っ
た
よ
う
に
、

あ
る

一
定
の
地
域
社
会
で
造
ら
れ
た
と
み
る
の
が
自
然
で
し

ょ
う
。

実
際
、

揮
宅
者
は
同
手
と
考
え
ら
れ
、
し
か
も
両
誌
に
は
二
種
類
の
同

一
刻

法
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

元
都
基
誌
の
上
な
刻
法
を
Ａ
と
Ｂ
、

元
評
基
誌
の
主
な
刻
法

を
Ｃ
と
Ｄ
と
仮
称
す
る
と
、

Ａ
と
Ｃ
、

Ｂ
と
Ｄ
と
が
同

一
刻
法
な
の
で
す
。

分
担
す

る
な
ら
ば
、

な
ぜ
同
　
刻
法
保
持
者
で
あ
る
Ａ
と
Ｃ
、

Ｂ
と
Ｄ
が
組
ん
で
鈴
刻
に
】

た
ら
な
か

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
分
担
に
お
け
る
現
象
は
、

同
日
に
同
じ
基
陵

区
に
葬
ら
れ
た
兄
弟
、

元
硫
と
元
防
、

元
寂
と
元
項
な
ど
の
作
基
誌
間
に
も
認
め
ら

れ
ま
す
。

こ
の
現
象
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、

い
ま
研
究
中
で
、

容
え
は
ま
だ
得
て
い
ま
せ

ん
。

現
時
点
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

第
二
回
研
究
発
表
会
で
お
討
し
ま
し
た
が
、

こ
こ
で
は
紙
幅
の
関
係
で
話
り
尽
く
せ
ま
せ
ん
。
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第
３
回
研
究
発
表
会
報
告

平
成
十
九
年
九
月
‐

十
四
Ｈ

（川
）
年
後
　
叶
よ
り
、

大
束
文
化
大
学
棋
析
校
令

（■
サ
舶
）
に
お
い
て
第
…

―‐‐１
研
究
発
表
会
が
開
机
さ
れ
た
。

本
発
表
会
は

「学
生
、

若
子
の
公
員
に
発
表
の
坊
を
設
け
て
、

研
究
の
活
■
化

と
研
究
者
の
育
成
を
図
る
」
と

い
う
Ｈ
的
で
創
設
さ
れ
、

今
回
で
三
同
日
を
迎
え
た
。

昨
年
同
様
、

五
〇
人
を
超

え
る
参
加
者
を
得
た
。

発
表
者
と
題
日
は
以
下
の
通
り
。

〈学
生

‘
者
手
の
会
員
に
よ
る
研
究
発
表
〉

一
、

伝
西
行
卒

『山
家
心
中
集
』
書
誌

一
考
　
岡
學

院
大
卑
大
学
院
博
上
後
期
課
継
　
家
入
博
徳

伝
内
行
争

『山
家
心
中
集
』

（■
本
家
蔵
）
に
お
け

る
付
令
■
の
打
私
序
な
■
写
に
対
し
て
、

■
芯
学
的
な

観
点
か
ら
意
欲
的
に
打
検
討
を
加
え
る
発
表
で
あ

っ
た
。

発
表
子
の

「付
か
し
ら
の
条
件
か
ら
昔
写
的
所
が
設
定

さ
れ
て
い
る
」
と
の
核
心
に
つ
い
て
、

縦
枕
的
な
″
禁

を
】
み
た
い
。

■
、

■
湖
の
い
論
に
み
る
府
楠
観
　
筑
波
大
学
大
学

院
Ｕ
ｌｆ
後
期
課
科
　
市
橋
佑
太

■
湖
の

『竹
安
題
城
』
『虚
舟
題
城
』
な
ど
の
才
述

を
柚
読
し
、

そ
こ
に
見
え
る
席
材
に
焦
点
を
】
て
つ
つ
、

■
湖
の
■
法
観
の

一
端
と
苦
諭
史
的
な
位
置
を
兄
柾
め

よ
う
と
す
る
発
表
で
あ
っ
た
。

今
後
の
さ
ら
な
る
発
展

的
な
研
究
を
期
待
し
た
い
。

二
、
日
本
に
お
け
る
工
義
之
書
法
の
受
容
と
展
開
―

空
海
筆

「風
信
帖
」
を
中
心
に
―
　
大
栞
文
化

大
学
大
学
院
博
十
後
期
課
提
　
金
用
付

空
加
年

「瓜
信
帖
」
の
内
容
に
ま
つ
わ
る
人
物
と
時

代
ヤ
■
、

さ
ら
に
中
田
と
日
本
と
の
外
交
関
係
な
ど
を

児
拙
え
、

結
論
的
な
批
点
か
ら

「
瓜
信
帖
」
と
■
義
之

■
法
と
の
関
わ
り
を
考
察
す
る
発
表
で
あ

っ
た
。

今
回

の
発
表
を
転
機
に
作
論
的
な
辻
求
に
向
か
う
こ
と
を
切

】
す
る
。

〈会
員
に
よ
る
研
究
余
話
〉

◇
刻
法
と
い
法
の
性
し
い
関
係

大
束
文
化
大
学
文
学
部
教
授
　
浮
川
雅
弘

近
年
、

「
北
馳
墓
誌
の
鍋
刻
」
に
つ
い
て
論
究
さ
れ

て
い
る
澤
田
氏
が
、

そ
の
研
究
の

一
端
を
余
話
と
し
て

披
近
さ
れ
た
。

と
く
に
今
回
の
氏
の
余
話
は
、

こ
れ
ま
で
看
過
さ
れ

が
ち
で
あ

っ
た

「飾
刻
や
そ
の
状
態
か
ら
考
え
ら
れ
る

工
一冴
」
に
ス
ポ

ッ
ト
を
】
て
る
も
の
で
、

大
変
興
味
深

い
内
容
で
あ

っ
た
。

（鈴
木
晴
彦
）

団
編
集
局

か
ら

の
お
知

ら

せ

【学
会
議
訂
正
】
先
に
本
年
度
版
学
会
誌

『♯
学
辞

道
史
研
究
』
第
１７
サ
を
お
屈
け
し
ま
し
た
が
、

同
号
Ｈ

次
に
お
い
て
、

所
載
の
川
畑
薫
氏
の
論
文
タ
イ
ト
ル

「奈
良
県
立
美
術
飾
蔵
　
伝
松
花
堂
昭
来
筆

〈二
十
六

敬
仙
和
歌
干
〉
に
つ
い
て
」
で
、

「伝
」
字
が
脱
落
す

る
ミ
ス
が
発
生
し
ま
し
た
。

な
お
、

誤
り
は
Ｈ
次
の
み

で
、

論
文
本
文
の
タ
イ
ト
ル
は
正
し
く
入

っ
て
お
り
ま

す
。

ご
故
仲
者
な
ら
び
に
会
ｉｔ
各
位
に
対
し
深
く
お
記

び
す
る
と
と
も
に
、

こ
こ
に
打
正
い
た
し
ま
す
。

な
お
、

試
欧
迅
用
”
の
学
会
■
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｌ
の

「学
会

誌
収
鉢
論
文
祥
　
叱
」
の
記
帆
は
訂
正
済
み
で
す
。

【
専
典

（
改
訂
版
）
訂
正
】
本
学
会
稲

『
日
本
　
巾

回
　
朝
鮮
／
甘
道
史
〈午
去
〉
事
典
』
の
改
訂
版
が
１０
月
、

萱
原
査

房
か
ら
上
杵
さ
れ
ま
し
た
が
、

次
の
■
件
の
訳

和
件
が
刑
明
い
た
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

０
本
文
１
５
８
東
兄
出
し

「■
今
察
殺
文
体
」
の
ル
ビ
、

「
ぶ
ん
た
い
」
を

「も
ん
た
い
」
に

ｒ打
正
。

０
４
５
１
貫
の

「中
Ｈ
キ
法
史
年
表
」
中
の

「何
な
開

道
碑
置
置

を
、

「何
君
門
道
刻
石
報
」
に
訂
Ｉ
。
こ

れ
に
よ
り
記
載
位
置
も
前
頁
に
移
動
さ
せ
る
必
要
が

生
じ
ま
し
た
。

『■
共
」
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
不
術
不
先
合
な

術
所
が
残
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

お
気
づ
き
の
点
は
、

細

人
湘
ら
さ
ず
稲
朱
用
ま
で
ご
逆
新
ド
さ
い
。

性
も
，１１
い

機
会
に
修
正
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

　

（中
村
伸
夫
）

圃
Ｈ
Ｐ
小
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

１１
月
２６
Ｈ
、

学
会
の
中
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
リ
ー
ス

さ
れ
、

試
験
述
川
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

ぜ
ひ
開
い
て
み

て
下
さ
い
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
Ｆ
付０
ヽ
卒
キ
時
苫
滑
キ
け
ま
と

と

い
う
壮
先
端
の

「
日
本
話
ド
メ
イ
ン
」
を
使
用
し
て

い
ま
す
。

こ
の
ド
メ
イ
ン
で
開
け
な
い
場
合
は
、

ご
従

川
の
パ
ソ
コ
ン
に

「
プ
ラ
グ
イ
ン
ソ
フ
ト
」
と

い
う
Ｈ

本
語
対
応
ソ
フ
ト

（Ｉ
Ｅ
７
で
は
標
準
装
術
）
が
入

っ

て
い
な
い
た
め
で
す
。

ヤ
フ
ー
な
ど
で
検
索
す
れ
ば
御

単
に
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
が
見

つ
か
り
ま
す
か
ら
、

ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
ご
利
用
下
さ
い
。

な
お
、

ど
う
し
て
も
ご

無
理
な
方
は
、

ヨ
一ｇ
一、
今
〇
い
単
ｃ
」
８
」
こ

と

い
う

Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
も
開
け
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

っ
て
、

お
気
づ
き
の
点

や
改
Ｒ

へ
向
け
て
の
ご
批
案
を
、

ど
し
ど
し
い
務
用

Ｈ
Ｐ
小
公
只
会
苑
に
お
送
り
下
さ
い
。

な
お
、

ま
だ
け

川
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

い

務
用
Ｆ
Ａ
Ｘ
（０
３
１
３
４
６
４
１
８
５
２
１
）
か
、

■
務

，
ｒ
↓
長
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

↑
的
く
学
草
申
命
訂
将
，
単
”
８
ヨ
）

を
ご
利
用
下
さ
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
（鈴
木
晴
彦
）
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Ⅸ
主
半

◆
２
０
０
７
年
度
絡
会
開
く

去
る
１１
月
１７
、

‐８
の
両
日
、

筑
波
大
学
で
開
催
さ
れ

た

「第
１８
回

（二
〇
〇
七
）
大
会
」
に
お
い
て
本
年
度

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、

大
橋
修

一
副

理
事
長
の
開
会
の
辞
、

古
谷
稔
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、

河
内
利
治
常
任
理
事
を
議
長
に
選
出
し
て
議
事
に
入
り
、

▽
十
八
年
度
事
業
報
告
　
会
計
報
告

（萱
原
青
事
務
局

長
）
＝
別
項
参
照
＝

▽
監
査
所
見

（野
中
浩
俊
監
手
）

▽
編
集
局
報
告

（中
村
仲
夫
局
長
）

▽
学
術
局
報
告

（森
岡
隆
局
長
）

▽
国
際
局
報
告

（杉
村
邦
彦
局
長
）

▽
国
内
局
報
告

（事
務
局
長
代
行
）

▽
会
報
委
員
会
報
告

（澤
田
雅
払
委
員
長
）

▽
財
務
委
員
会
報
告

（杉
浦
妙
子
委
員
長
）

▽
十
九
年
度
予
算
案
　
事
業
計
画
案

（事
務
局
長
）
＝

別
項
参
照
＝

▽
ア
ワ
ー
ド
制
小
委
員
会
報
告

（帯
野
智
明
委
員
長
）

▽
選
挙
管
理
委
員
会
報
告

（浦
野
後
則
委
員
長
）

な
ど
の
各
報
告
　
議
案
を
、

い
ず
れ
も
満
場

一
致
で

承
認
　
可
決
し
て
す
べ
て
の
議
事
を
終
え
ま
し
た
。

本
年
度
総
会
で
の
各
種
報
告
や
議
決
事
項
、
ま
た
本

年
度
の
こ
れ
ま
で
の
理
事
会
決
定
事
項
の
う
ち
、

主
な

も
の
を
以
下
に
ご
説
明
し
ま
す
。

●
専
用
Ｈ
Ｐ
の
試
験
運
用
を
開
始

学
会
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

（Ｈ
Ｐ
）
は
、

か
ね
て
よ
り

美
術
新
聞
社
の
サ
イ
ト
に
間
付
り
す
る
形
で
最
小
限
の

情
報
提
供
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

去
る
七
月
の
理
事

会
で
独
自
ド
メ
イ
ン
に
よ
る
専
用
Ｈ
Ｐ
の
立
ち
上
げ
計

画
が
決
ま
り
、

予
算
措
置
も
譜
じ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

伸
リ
ン
ク
ス
社
に
依
頼
し
て
開
設
準
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

こ
の
ほ
ど
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
と
す
る
主
要
部

分
が
完
成
し
、

理
事
会
で
は
Ｈ
月
２６
日
か
ら
試
験
運
用

を
開
始
し
ま
し
た
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、

以
下
の
ど
ち
ら
か
ら

で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

軍
ｇ
ミ

叫
求
叫
苗
河
や
け
す
＼

す
市一●
一ヽ
ヽ
の
Ｆ
Ｏ
的
”
庁
Ｆ
ヌ
【
ｏ
い
」
ｏ
＼

０

「
Ｈ
Ｐ
の
運
用
と
改
善
小
委
員
会
」
設
置

専
用
Ｈ
Ｐ
の
試
験
運
用
開
始
に
合
わ
せ
て
理
事
会
で

は
、

今
後
の
Ｈ
Ｐ
の
運
用
と
改
善
の
た
め
、

所
管
の
小

委
員
会

（鈴
木
晴
彦
委
員
長
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

●
会
費
滞
納
者
の

「自
動
退
会
」
制
導
入

学
会
で
は
、

財
務
の
健
全
化
と
公
平
負
担
の
兄
地
か

ら
二
〇
〇
三
年
度
に
会
費
滞
納
者
約
五
〇
名
の
除
籍
処

分
を
行
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
も
滞
納
者
が
減
ら
な
い

実
状
に
か
ん
が
み
、

今
後
は
会
則
第
二
十
条
の
規
定
を

厳
格
運
用
し
、

会
費
の
三
年
間
滞
納
時
点
で
自
動
的
に

退
会
と
し
て
扱
う

（除
籍
処
分
）
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
こ
の
場
合
で
も
、

学
会
の
滞
納
会
費
の
請
求
権

は
消
滅
し
な
い
も
の
と
し
ま
す
。
ま
た
同
条
の
主
旨
に

照
ら
し
、

会
費
滞
納
者
に
は
三
年
経
過
前
で
も
学
会

誌
　
会
報
の
送
付
停
止
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
も

決
ま
り
ま
し
た
。

０

「学
生
会
員
」
の
期
限
付
き
会
員
資
格
制
導
入

会
則
第
五
条
１
の
規
定
に
よ
る
公
員
の
入
会
承
認
手

続
き
に
関
し
理
事
会
で
は
、

今
後
各
大
学
の
院
仁
の
入

会
承
認
に
当
た
り
、

会
員
資
格
を
そ
の
在
学
期
間
に
限

る

「学
生
会
貝
」
と
し
て
入
会
を
認
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

「学
生
会
貝
」
が
大
学
院
を

修
了
　
退
字
の
後
も
引
き
続
き
本
学
会
会
員
と
し
て
活

動
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

改
め
て
所
定
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
見
直
し
に
伴

い
、

「学
生
会
費
」
の
適
用
を
、

期
限
付
き
で
入
会
を
承
認

し
た

「学
生
会
員
」
に
限
る
こ
と
も
決
ま
り
ま
し
た
。

●

「
ア
ワ
ー
ド
（学
会
賞
）制
検
討
小
委
員
会
」
設
置

学
会
で
は
、

再
来
年
に
迎
え
る
第
二
十
回
大
会
の
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て

「学
会
ア
ワ
ー
ド

（学
会
賞
と

の
制
定
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
、

所
管
の
小
委
員
会

（菅
野
智
明
委
員
長
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

●

「次
期
国
際
大
会
開
催
準
備
検
討
小
委
員
会
」
設
置

学
会
で
は
、

二
〇

一
〇
年
ま
た
は
そ
れ
以
降
の
近
い

将
来
に
日
本
で
二
〇
〇
〇
年
に
次
ぐ
次
期
国
際
書
学
研

究
大
会
（仮
称
）
を
開
催
す
る
構
想
に
係
る
諸
問
題
を
検

討
す
る
た
め
、

所
管
の
小
委
員
会

（大
橋
修

一
委
員
長
）

を
設
置
し
ま
し
た
。

●

「近
　
現
代
書
道
史
研
究
調
査
小
委
員
会
」
設
置

学
会
で
は
、

本
格
研
究
の
立
ち
送
れ
が
日
立
つ
近

現
代
書
道
史
の
研
究
環
境
の
整
備
や
関
連
の

『年
表
』

編
纂
車
業
に
つ
い
て
研
究
調
査
を
行
う
た
め
、

所
管
の

小
委
員
会

（鈴
木
晴
彦
委
員
長
）
を
設
置
し
ま
し
た
。
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平成18年度会計決算報告書 平成19年度予算書

項    日 金   額 項    目 金  額

】又

入

の

言F

個 人 会 員 会 賛

団体賛助会員会費

そ の 他 の 1文入

前 年 度 x R越 金

2,970,000

800,000

561,200

3,313,644

1又

入

の

子L

価 人 会 員 会 費

団体賛助会員会費

そ の 他 の 収 入

前 年 度 繰 越 金

2,448,000

600,000

600,000

4.406,409

合   計 7,644,844 合   計 8,054,409

支

出

の

音に

編集局学会誌 関係 費

編集局事典改訂関係貸

国 際 局 関 係 費

国内局大会開催関係費

同内局普及委員会費

学 術 局 関 係 費

会 報 編 集 委 員 会 費

車 務  局  関  係

謝 金 手 当

会  議   費

通 信 費 送 料

交  通   費

普 及 広 報 費

印  掃 1  費

消 耗 品 費

事 務 管 理 費

人  件   費

費

金

備

越

予

機

1,285,580

232,690

0

373,850

44,210

0

16.450

0

286,415

241,560

182,480

0

195,420

125,780

200,000

54,000

4,406,409

支

出

の

常「

編集局学会誌関係 費

編集局車典改訂関係賛

編集局新事業調査費

国際局国際大会関係費

国内局大会開催関係費

国内局普及委員会費

学 術 月 関 係 費

近 現 代書道史調査費

会 報 編 集 委 員 会 費

事 務  局  関  係

謝 金 手 当

会  議   貸

通 信 費 送 料

交  通   費

普 及 広 報 費

ホームベーン費

費

費

費

費

中
叩

拠

件

愉

耗

務

消

事

人

予

1,200,000

200,000

200,000

500,000

600,000

200,000

200,000

200,000

200,000

200,000

300.000

400,000

300,000

100,000

200,000

400,000

200,000

200,000

100,000

2,154,409

合   計 7,644,844 合   計

圃
新
入
会
員

（肩
書
は
入
会
時
）

○
光
田
紀
美
代

　
一
九
四
〇
年
生

○
石
橋
　
隆
文
　
一
九
六
六
年
生

○
菊
地
　
頌
子
　
一
九
八
二
年
生

○
小
路
　
英
樹
　
一
九
七
四
年
生
　
高
校
教
諭

（以
上
、

一
一〇
〇
六
年
度
承
認
分
）

○
烏
塚
　
特
広
　
一
九
人
三
年
生
　
筑
波
大
院
生

○
岡
田
　
　
一′
　
一
九
人
三
年
生
　
筑
波
大
院
生

○
陳
　
　
建
志
　
一
九
七
八
年
生
　
筑
波
大
院
生

○
渉
　
　
美
儀

　
一
九
七
七
年
生
　
筑
波
大
院
■

○
黄
　
　
率
菊

　
一
九
六
三
年
生
　
筑
波
大
院
生

○
小
宮
山
　
碧

　
一
九
八
四
年
生
　
筑
波
大
院
生

○
北
里
　
朴
大
　
一
九
人
二
年
生
　
大
束
文
化
大
院
生

〇
八
木

　
一
絵

　
一
九
八
二
年
生
　
大
束
文
化
大
院
生

○
丁
　
　
成
東

　
一
九
七
二
年
生
　
大
束
文
化
大
院
生

○
安
問
　
宏
紀

　
一
九
八
四
年
生
　
大
束
文
化
大
院
生

○
根
本
　
　
知
　
一
九
八
四
年
生
　
大
束
文
化
大
院
生

○
川
合
　
尚
十
　
一
九
八

一
年
生
　
四
国
大
院
生

○
林
　
　
錦
薄

　
一
九
五
六
年
生
　
大
束
文
化
大
院
生

①
長
野
　
秀
十

　
一
九
四
九
年
生
　
東
京
学
芸
大
教
授

○
丸
山
　
猶
計

　
一
九
七

一
年
生
東
京
国
立
博
物
館
研
究
員

○
大
田
　
　
剛
　
一
九
六
〇
年
生
　
四
国
大
准
教
授

○
中
元
　
雅
昭
　
一
九
八

一
年
生

○
加
茂
奈
々
子
　
一
九
八
四
年
生
　
筑
波
大
院
生

○
百
合
　
素
子
　
一
九
八
四
年
生
　
大
束
文
化
大
院
生

○
須
田
　
義
樹

　
一
九
五
四
年
生
　
北
海
道
教
育
大
准
教
授

圃
名
誉
会
員
推
挙

（カ
ッ
コ
内
は
前
役
職
）

○
興
膳
　
宏

（参
事
）

○
田
中
　
有

（参
事
）

○
新
井
儀
平

（参
事
）

圃
理
事
会
諮
問
委
員
委
嘱

○
高
澤
浩

一

（会
貝
）

○
長
野
秀
章

（会
員
）
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筆

　
ベ
ン

〓
パ

ソ

コ
ン

　

高
橋
利
郎

小
説
や
短
歌
　
俳
句
棚
を
設
け
た
日
刊
紙

が

一
般
化
し
、

文
芸
誌
が
数
多
く
発
行
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、

紙
面
の
制
約
か
ら
、

字

数
を
確
認
し
や
す
い
原
稿
用
紙
と
ベ
ン
の
他

用
が

一
般
的
に
な
る
。
ち
な
み
に
、

明
治
二

十
八
年
の

一
末

「た
け
く
ら
べ
に
は
無
罫
の

用
紙
に
モ
筆
、

〓
十
六
年
の
啄
本

一雲
は
天

才
で
あ
る
』
は
原
稿
用
紙
に
毛
年
で
、

漱
石

以
降
は
、

あ
ら
か
た
原
稿
用
紙
に
ベ
ン
で
あ

″つ
。一

方
、

独
歩
の
手
記

『欺
か
ざ
る
の
記
』

や
善
郎
の
日
記
、

漱
石
　
品
子
　
直
哉
　
荷

風
　
康
成
　
潤

一
郎
ら
の
言
前
は
多
く
が
毛

争
。

編
集
の
手
円
を
邸
酌
す
る
必
要
の
な
い

も
の
は
毛
争
で
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
の
硬
毛
の
使

い
分
け
を
い
パ
ソ
コ
ン
と

モ
年
の
使
い
分
け
に
世
き
換
え
て
み
る
の
も

ま
た

一
計
か
も
し
れ
な
い
。

文
化

の
違

い
か
　

　

　

　

津
田
好

一

時
国
そ
し
て
中
国
の
経
済
発
展
に
伴

っ
て
、

日
　
中
　
幹
の
三
日
に
よ
る
芸
術
文
化
交
流

の
イ
ベ
ン
ト
が
増
え
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

そ
れ
も
中
国
　
時
国
が
主
体
と
な

っ
て
い
る

も
の
が
。

持
田
主
催

の
あ
る
芸
術
展
に
出
品
し
た
、

日
本
の
美
術
家
の
方
か
ら
伺

っ
た
。

韓
国
で

は
二
十
代
で
す
で
に
作
家
と
し
て
活
解
し
て

い
る
人
が
多
い
と
。

政
府
の
理
解
と
大
企
業

の
積
極
的
な
資
金
援
助
で
、

岩
年
よ
り
作
家

を
育
て
て
い
る
か
ら
だ
そ
う
で
、

こ
れ
が
社

会
的
に
受
容
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
と
。

ア
ト
リ
エ
で
は
、

高
価
な
材
料
が
坐
宮
に
揃

え
ら
れ
、

惜
し
げ
な
く
制
作
に
使
わ
れ
て
い

る
。

か
つ
て
の
日
本
に
も
似
た
よ
う
な
こ
と

が
あ

っ
た
の
で
は
。

書
写
書
道
教
育
関
係
学
会

・
研
究
会

に
参
加
し
て
　
　
　
　
　
樋
口
咲
子

毎
年
秋
は
、

学
会
や
全
国
規
模
の
研
究
公

が
各
地
で
開
催
さ
れ
、

刺
激
の
多
い
季
節
と

な
る
。

公
開
授
業
は
で
き
る
限
リ
ビ
デ
オ
に

収
め
、

次
代
を
託
す
学
生
に
授
業
で
兄
せ
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

学
生
の
反
響
は
毎
年
大
き
い
。

明
確
な
日

標
の
提
示
、

課
題
解
決
学
習
、

練
習
方
法
の

■
夫
、

評
価
方
法
。
ど
れ
を
と

っ
て
も
、

「
お
手
本
を
よ
く
見
て
書
き
な
さ
い
」
式
の

お
習
字
的
授
業
で
育

っ
て
し
ま

っ
た
学
生
に

は
新
鮮
な
よ
う
だ
。

授
業
を
拝
見
し
た
感
想

と
し
て
、

謀
題
を
捉
え
さ
せ
る
た
め
の
発
問

研
究
と
、

字
形
を
整
え
る
た
め
の
原
理
原
則

を
、

筆
順
に
し
た
が

っ
て
苦
字
リ
ズ
ム
を
大

切
に
し
な
が
ら
捉
え
さ
せ
る
研
究
が
必
要
で

あ
る
と
感
じ
た
。

○
成
瀬
栄
三

（映
山
）
　

聞
謙
慎
書
道
会

最
高
顧
問
。

七
月
十
六
日
、

八
十
七
歳
。

○
小
朴
肘
浩

（斗
欝
）
　

側
謙
慎
許
道
会

最
高
顧
門
。

人
月
十
三
日
、

九
十

一
歳
。

①
新
日
孝
治
　
束
洋
大
学
名
誉
教
授
。

人

月
二
十
八
日
、

七
十
〓
歳
。

〇
大
平
止
信

（山
鴻
）
　

聞
創
玄
苦
道
会

名
誉
会
長
。

九
月
九
日
、

九
十

一
歳
。

◆
九
月
会
洋
八

一
記
念
館
の
帰
り
、

磐
越
西

線
に
乗
り
ま
金
色
に
抑
く
稲
租
と
白

い
脊
友

の
花
の
対
比
の
美
し
さ
、
ロ
ー
カ
ル
線
で
地

元
の
人
々
の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
の
ん
び

り
旅
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（柿
木
原
）

◆
デ
ザ
イ
ン
文
字
が
な
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を

妊
わ
せ
、

筆
文
字
風
の
ロ
ゴ
が
好
ま
れ
店
頭

を
飾

っ
て
い
る
。

辞
家
の
姿
は
見
え
な

い
。

き
に
生
き
書
を
志
す
人
々
は
い
か
に
社
会
と

つ
き
あ
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
（笠
嶋
）

◆
実
践
女
子
大
の
文
化
容
に
、

「
琴
豪
束
保

先
生
之
仰
」
（上
越
市
）
の
拓
本
を
展
示
し

た
。

琴
事
は
、

実
践
の
創
設
者
下
出
歌
子
先

仕
の
御
世
父
様
。

撰
文
森
降
外
　
キ
中
根
半

湖
に
よ
る
隷
許
い
で
、

天
地
３
６
５

ｃｍ
の
そ

の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
。

　
　
　
　
（亀
）

◆
今
秋
、

名
古
犀
　
徳
川
美
術
館

で
開
催

「
石
山
切
展
」
は
実
に
圧
巻
。

分
割
と

い
う

愛
き
日
？
で
も
、

各
種
貞
が
壁
面
を
飾
る
な

ど
、

冊
十
状
態
で
は
あ
り
え
ま
い
。

我
々
は

右
意
扶
に
銘
賞
で
き
た
も
の
の
、

筆
者
が
見

た
ら
ど
ん
な
気
分
？
　
　
　
　
　
　
（高
城
）

◆
誰
も
が
忙
し
い
の
だ
か
ら

「忙
し
い
」
と

い
う
言
葉
は
使

い
た
く
な

い
…
…
。

「研
究

と
雑
務
の
は
ざ
ま
で
」
な
ん
て
テ
ー
マ
の
分

科
会
が
あ

っ
た
ら
、

仕
事
休
ん
で
で
も
参
加

す
る
の
だ
が
…
‥
。

　

　

　

　

　

　

（小
）

◆
時
代
性
　
価
性
等
に
よ
り
書
き
ぶ
り
は
果

な
る
。

が
、　

一
十

一
字
の
字
形
に
は
迪
時
的

に
み
て
不
変
的
な
要
素
が
存
す
る
。

そ
れ
ら

を
平
易
な
言
業
で
説
明
す
る
。

教
育
現
場
に

立

っ
て
そ
の
工
要
性
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ

た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
（出
本
ま
り
Ｆ
）

◆
咋
秋
植
え
た
小
菊
の
苗
が
花
を

つ
け
、

安

想

の
な

い
庭
に
や
さ
し

い
色
を
添
え
て
い

た
。

盛
り
を
過
ぎ
た
頃
に
ふ
と
気
づ

い
た
。

中
し
訳
な
い
こ
と
を
し
た
。

放
輪
を
摘
ん
で

き
病
に
生
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（爪
）

一第

４
回
書
学
書
道
史
学
会
会
員

の
た

一

一
め

の
特
別
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー
ご
案
内

　

“

！
　

　

　

‐―

　

‐

―

国

内

局

！

本
年
度
の
特
別
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー
を
下
記
の

通
り
、

京
都
同
立
い
物
館
に
お
い
て
開
催

い

た
し
ま
す
。

鑑
賞
品
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、　
一
月
中
句

頃
、

当
学
会
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
ー‐
に
対
載
予
定

で
す
。

同
節
で
の
開
催
は
昨
年
に
続

い
て
二

田
日
と
な
り
、

国
宝
一
．点
、

重
要
美
術
品

一

点
を
含
む

一
一
点
を
銘
賞
し
、

た
い
へ
ん
好

評
を
博
し
ま
し
た
。

会
貝
の
普
様
に
は
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

０
日
時

】
平
成
２０
年
２
月
２８
日

〈土
〉

受
付
　
１２
時
４０
分
～

開
会
　
１３
時
～
１５
時
終
ｒ
予
定

●
会
揚

い
京
都
国
立
い
物
鮎

●
特
別
鑑
賞
作
品

「
同
鮒
蔵
品

●
解
説

”
赤
尾
栄
度
氏

（京
都
同
立
い
物
館

文
化
資
料
課
保
存
修
復
指
導
室
長
）

●
鑑
賞
品
リ
ス
ト

”
未
定

（
一
月
中
旬
頃
、

当
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
）

●
参
加
費

一
同
い
物
館
入
館
料
の
み

●
携
帯
品

”
マ
ス
ク

●
中
し
込
み
方
法

”
一
月
中
旬
、

学
会
ホ
ー

ム
ベ
ー
ジ
に
て
受
付
開
始

（中
し
込
み
多

数
の
場
合
、

先
着
順
で
締
め
切
り
ま
す
）


	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16

